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企画展

西田幾多郎葬儀後　昭和20（1945）年 6月13日　北鎌倉・東慶寺

我
等
は
先
生
の
投
せ
ら
れ
た
る
一
波
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な
り
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広
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彼
方
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を
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2025 年�

9月30日（火）�
︱�

2026 年�

3月22日（日）

西田哲学館 鈴木大拙館 朗読会「声にふれる」
大拙による幾多郎追悼文を聞き、参加者とともに語り合います。
【日時】12月 7日（日）17：30～18：30�
� 〔受付 17:15 ～〕
【会場】鈴木大拙館　思索空間
朗読：茶谷幸也（録音）　解説：両館学芸員

◯参加費 500 円（入館料含む）
◯定員 20名（先着順）
◯�申込 11月 1日（土）より開始、
西田哲学館�℡076-283-6600

＜合同イベント＞



鈴木大拙（西田幾多郎一周忌）

三つの墓　�上：北鎌倉・東慶寺（建立時、1946年）　下右：京都・妙心寺霊雲院�
下左：石川県かほく市森（共同墓地）

2025 年�

9月30日（火）—
2026 年�

3月22日（日）

鈴木大拙館（金沢市）と当館は大拙と幾多郎の交流にちなみ、相互優待を行っています。入館券
の提示でもう一方の館を無料で観覧できます (1枚につき1回限り、大拙の誕生日11月 11日まで )。鈴木大拙館との観覧相互優待（11月 11 日まで）
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自
分
の
場
合
で
云
ふ
と
、
西
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が
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西
田
幾
多
郎
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一
九
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年
六
月
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日
、
鎌
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自
邸
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亡
く
な
り

ま
し
た
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戦
時
下
で
交
通
事
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悪
い
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を
家
族
や
教
え
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鎌
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に
集
ま
り
、
親

友
鈴
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大
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中
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と
な
っ
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東
慶
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葬
儀
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
幾
多
郎
の

遺
骨
は
、
鎌
倉 

東
慶
寺
、
京
都 

妙
心
寺

霊
雲
院
、故
郷
の
石
川
県
か
ほ
く
市
の
三
ヶ

所
に
分
骨
さ
れ
ま
し
た
。
幾
多
郎
の
死
に

直
面
し
た
大
拙
は
慟
哭
し
、
弟
子
た
ち
は

師
を
失
っ
た
悲
し
み
を
隠
し
ま
せ
ん
で
し

た
。
彼
等
の
手
記
を
通
し
て
の
こ
さ
れ
た

人
々
の
姿
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
幾
多

郎
没
後
の
歴
史
を
振
り
返
り
ま
す
。
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久松真一書�
「三十三回忌手向」

『思想』第270号「西田博士追悼号」�
（昭和 20年 10月号、岩波書店）

『哲学研究』第347号�
「西田幾多郎博士追悼号」�
（昭和 21年 4月、京都哲学会）


